
3　職業研究――2015 冬季号

が
良
く
て
、
何
が
悪
か
っ
た
の
か
、
具
体
的

な
要
因
を
き
ち
ん
と
検
証
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

会
社
説
明
会
な
ど
の
広
報
活
動
の
解
禁
を

12
月
か
ら
学
生
の
長
期
休
暇
中
で
あ
る
３
月

に
変
更
し
た
こ
と
で
、
学
業
へ
の
影
響
も
少

な
く
、
大
学
に
と
っ
て
は
大
き
な
混
乱
も
な

く
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
中
小
企
業
を

含
め
た
多
く
の
企
業
で
選
考
解
禁
前
に
実
質

的
な
選
考
活
動
な
ど
、
水
面
下
で
採
用
活
動

が
進
ん
で
い
っ
た
感
が
あ
る
。
一
方
で
、
３

月
以
前
に
、「
ウ
ィ
ン
タ
ー・イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
な
ど
と
称
す
る
企
業
説
明
会
に
近
い

「1day

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」が
復
活
し
た
。

就
職
・
採
用
活
動
の
中
で
、
新
し
い
言
葉
も

生
ま
れ
た
。
学
生
に
就
職
活
動
を
終
え
る
よ

う
に
強
要
す
る「
オ
ワ
ハ
ラ
」、
実
質
的
な
選

考
を
す
る「
面
談
」、
選
考
結
果
を
通
知
し

な
い「
サ
イ
レ
ン
ト
」な
ど
で
あ
る
。
学
生
に

と
っ
て
は
、
初
め
て
の
就
職
活
動
で
昨
年
の

事
例
が
参
考
に
な
ら
な
い
、
先
が
見
え
な
い

情
報
戦
で
精
神
的
に
疲
れ
た
だ
ろ
う
。

日
頃
、
学
生
と
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
感
じ
る
の
は
、
面
接
の

と
き
に
見
栄
え
の
い
い
学
生
が
、
社
会
人
と

し
て
活
躍
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
就
活
時
に
面
接
で
苦
戦
し
た
が
、
企
業

に
入
っ
て
か
ら
大
い
に
活
躍
し
て
い
る
と
い

う
卒
業
生
を
多
く
知
っ
て
い
る
。
採
用
担
当

者
だ
っ
た
と
き
に
煮
え
湯
を
飲
ま
さ
れ
た
経

験
が
何
度
も
あ
る
。
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

採
用
す
る
側
は
、
新
卒
採
用
を
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
い
る
企
業
の
情
報
だ
け
に
頼
り
切
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
新
卒
採
用
選

考
の
内
容
、
指
標
、
結
果
を
継
続
的
に
検
証

し
た
り
、
大
学
と
の
パ
イ
プ
を
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
も「
就
職
協
定
」か
ら
始
ま
り
、

「
倫
理
協
定
」を
経
て
、「
指
針
」と
な
っ
た
が
、

実
態
と
の
か
い
離
な
ど
を
理
由
に
廃
止
、
復

活
、
変
更
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
少
子
化

の
影
響
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
学
生
数

も
減
っ
て
く
る
。
厚
生
労
働
省
の
雇
用
政
策

研
究
会
の
報
告
に
よ
る
と
、
２
０
３
０
年
の

就
業
者
数
は
、
経
済
成
長
と
労
働
参
加
が
適

切
に
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
で
は
７
９
０
万
人
減

（
14
年
比
12
・
４
％
減
）で
あ
る
。
地
域
創
生

も
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
時
期
の
問
題
だ
け
で

な
く
、
地
域
や
日
本
の
人
材
育
成
の
視
点
で

本
質
的
な
部
分
の
議
論
や
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。

学
生
に
と
っ
て
就
職
活
動
は
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
だ
け
で
は
乗
り
切
れ
な
い
、
解
の
な
い
事

態
に
直
面
す
る
こ
と
で
、
大
き
く
成
長
す
る

機
会
と
な
る
。
多
く
の
企
業
で
は
求
め
る
人

材
像
だ
け
が
選
考
指
標
で
は
な
い
こ
と
、
多

様
な
人
材
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
と

学
生
に
伝
え
て
ほ
し
い
。
い
か
に
学
業
へ
の

影
響
を
減
ら
し
、
学
生
に
と
っ
て
成
長
に
つ

な
が
る
意
義
あ
る
就
職
・
採
用
活
動
に
す
る

か
に
つ
い
て
、
人
材
育
成
の
視
点
で
産
学
が

真
摯
に
対
話
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

併
せ
て
、
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
る

道
筋
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
中
心

と
し
た
産
学
協
働
教
育
の
あ
り
方
な
ど
、
学

生
か
ら
社
会
人
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
た

主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
取
組

み
に
つ
い
て
も
、共
通
認
識
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
私
は
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を

担
当
す
る
教
員
で
あ
る
。
10
年
前
ま
で
は
企

業
の
人
事
部
門
で
採
用
や
研
修
を
担
当
し
て

い
た
が
、
今
回
は
学
生
を
送
り
出
す
大
学
、

学
生
を
支
援
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
視
点
で
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た

い
。11

月
21
日
付
の
各
紙
朝
刊
に「
採
用
選
考

（
面
接
）６
月
解
禁
決
定
」と
い
う
記
事
が
一

斉
に
掲
載
さ
れ
た
。
２
年
連
続
の
就
職
・
採

用
活
動
時
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
で
あ

る
。
昨
年
、
２
０
１
６
年
卒
採
用
で
政
府
が

経
済
界
に「
学
業
優
先
」を
要
請
し
、
経
団

連
が
採
用
指
針
を
変
更
し
、
選
考
開
始
時
期

を
学
業
に
影
響
の
少
な
い
４
年
生
の
４
月
か

ら
８
月
に
ず
ら
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
就
職
活
動
の
長
期
化
な
ど
を
理

由
に
、
わ
ず
か
１
年
で
６
月
に
前
倒
し
変
更

に
な
っ
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
景
気
後
退
が

あ
り
、
全
国
求
人
倍
率
が
０
・
42
倍
に
な
っ

た
の
は
、
平
成
21
年
８
月
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
わ
ず
か
６
年
後
の
平
成
27
年
９
月
に

は
、
１
・
24
倍
と
急
速
に
改
善
し
て
き
て
い

る
。
バ
ブ
ル
景
気
の
平
成
２
年
７
月
で
も
求

人
倍
率
１
・
46
倍
で
あ
る
。
い
か
に
就
職
・

採
用
活
動
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
急
変
し

て
い
る
か
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で
、
中
小
企

業
の
求
人
も
増
え
、
企
業
間
に
よ
る
人
材
獲

得
競
争
が
激
化
し
て
き
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
中
で
今

年
の
８
月
変
更
は
、
企
業
、
学
生
双
方
に

と
っ
て
悪
影
響
が
あ
っ
た
と
の
論
調
が
多
い

が
、
果
た
し
て
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。
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